
平
和
の
お
も
い
を
次
世
代
へ

つ
な
ぐ「
平
和
の
礎
」慰
霊
祭

　

７
月
27
日
、
第
二
次
世
界
大

戦
（
１
９
４
５
年
）
で
の
旧
国

鉄
小
金
井
駅
銃
撃
空
襲
の
犠
牲

者
を
追
悼
す
る
慰
霊
祭
が
、
Ｊ

Ｒ
小
金
井
駅
西
口
の
慰
霊
碑

「
平
和
の
礎
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
11
回
目
と
な
る
慰
霊

祭
に
は
、
遺
族
な
ど
約
60
名
が

参
列
し
、
犠
牲
者
へ
の
鎮
魂
の

思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

お
み
こ
し
広
場

　

７
月
19
日
、
石
橋
庁
舎
周

辺
で
、「
み
ん
な
の
祭
り
お
み

こ
し
広
場
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
お
祭
り
は
、
地
元
自

治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
推

進
協
議
会
な
ど
が
、
地
域
の

人
々
に
触
れ
合
い
の
場
を
提

供
し
、
希
薄
化
し
つ
つ
あ
る

地
域
社
会
の
連
帯
感
を
強
め
、

温
か
い
社
会
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
、
30
年
前
か
ら
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
あ
い
に
く
の
雨
の

中
の
開
催
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
お
み
こ
し
20
基
、

山
車
６
台
は
元
気
に
町
内
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。 

中
学
生
平
和
派
遣
団
を

広
島
に
派
遣

　

非
核
平
和
都
市
宣
言
推
進

事
業
・
平
和
学
習
活
動
の
一

環
と
し
て
、
市
内
４
中
学
校

の
２
年
生
男
女
１
名
ず
つ
の

計
８
名
が
、「
下
野
市
中
学
生

平
和
派
遣
団
」
と
し
て
、
８

月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
広
島

県
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
若
者
に
平
和

記
念
式
典
へ
の
参
加
や
原
爆

ド
ー
ム
・
平
和
記
念
資
料
館

等
の
見
学
を
体
験
し
、
平
和

の
尊
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
、
市
が
本
年
度
か
ら
行
う

も
の
で
す
。

少
林
寺
拳
法
栃
木
県

大
会
で
大
活
躍
！

　

6
月
29
日
に
鹿
沼
総
合

体
育
館
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア

リ
ー
ナ
」
で
少
林
寺
拳
法

２
０
１
４
年
栃
木
県
大
会
が

開
催
さ
れ
、
龍
興
寺
道
院
の

拳
士
が
輝
か
し
い
成
績
を
収

め
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
最
優
秀
賞

▽
単
独
演
武
〔
小
学
生
中
級

の
部
〕
松
本
愛
花
〔
中
学
生

有
段
の
部
〕
高
田
彩
華

○
入
賞

▽
単
独
演
武
〔
小
学
生
初
級

の
部
〕
富
永
柚
奈
、
髙
橋
大

空
〔
小
学
生
中
級
の
部
〕
佐

藤
陽
太

▽
組
演
武
〔
中
学
生
の
部
〕

髙
橋
茉
央
、
梅
山
昇
大
、
髙

橋
快
斗
、
藤
田
健
太
郎

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.9
4


